
第 7 回中級ソフトウェア品質技術者資格試験記述式問題の解説 

 
※ここで解説している問題は、出題したすべての問題ではありません。特に正答率が低か

った問題について解説しています。 
 
※中級ソフトウェア品質技術者資格試験の記述式問題の採点においては、唯一の正解との

適合のみをみるのではなく、受験者の意図を読み取って採点しています。 
 
 
■穴埋め問題 
空欄（  ）に入る適切な語句を解答用紙の該当箇所に解答せよ。 

 

【解答用紙】実際の解答用紙のスタイルです。 
 

 

 

 

 

 

【問題】運用のマネジメント 

SLM（Service Level Management）とは、ITサービス提供者とサービス利用者が事前に 

サービスの内容について明示的に契約した（ ① ）を達成するためのマネジメント活動

である。留意点として、合意したサービスの内容と品質を表す、客観的で自動計測可能な

メトリクスとその（ ② ）を（ ① ）に設定することが挙げられる。 

 

【解答例】 

①  SLA、または、サービスレベルアグリーメント 

②  基準値  

 
【解説】 
運用のマネジメントのなかでも重要な SLM（サービスレベルマネジメント：Service Level 

Management）に関する知識を問う問題である。 

SLM は、SLA（サービスレベルアグリーメント：Service Level Agreement）を達成するた

めの継続的な品質改善を目指すマネジメント活動である。SLAは、ITサービスの提供者と

利用者が、サービス契約時に、提供するサービスの内容と品質水準を明文化した文書であ

る。サービス品質のカテゴリごとに品質メトリクスと基準値を設定し、未達成時の処理も

明確化する。サービス提供開始後には、サービス提供者は、実績値を測定して評価すると

ともに、SLAを安定的に達成できるよう PDCAサイクルを回してサービス提供活動の改善を

図る。SLA は、提供する内容や品質水準があいまいになりやすいサービスにおいて、基準

値を設定することにより、定量的にサービス内容を定義し、提供者と利用者の間で行き違

いが生じないようにすることを狙っている。 



誤った解答の例としては、①目標、指標、サービス品質、②測定方法、達成度、実績 

などがあった。SLA は用語であり、運用のマネジメントでは重要なキーワードであるため、

ぜひ理解して利用していただきたい。 

 
 
 
【問題】プロダクトメトリクス 

プロダクトメトリクスのうち品質メトリクスは、その測定時期の違いによりソフトウェア

製品を動作させずにそのものの属性を静的に測定するための（ ① ）メトリクス、製品

を試験実行してその振る舞いを測定するための（ ② ）メトリクス、および特定の利用

状況において当該製品ユーザの振る舞いや作業結果などを測定するための利用時の品質

メトリクスの三種に分類できる。 

 

【解答】 

①  内部  

②  外部  

 
【解説】 
プロダクトメトリクスのうち品質メトリクスの知識を問う問題である。プロダクトメトリ

クスとはソフトウェア製品そのものやその振る舞いの属性、プロセスメトリクスは開発プ

ロセスの属性を測定する方法の集合である。プロダクトメトリクスには、規模メトリクス

（LOC、ファクションポイントなど）と品質メトリクスがある。品質メトリクスの利用目

的は、ソフトウェアの要求事項に対する適合度を、開発中や開発後に評価することにある。

内部メトリクスは、主に設計およびコーディング時に、仕様書やソースコードといった中

間成果物を測定して得られる属性のメトリクスである。外部メトリクスは、テストまたは

運用期間中に、ソフトウェアを実行して測定することにより得られる属性のメトリクスで

ある。利用時の品質メトリクスは、利用者のニーズに対する達成度合いを測定する。内部

メトリクス、外部メトリクス、利用時の品質メトリクスは、システム/ソフトウェア製品

の品質モデル(ISO/IEC25000 シリーズ)に定義されており、ソフトウェア品質技術者であれ

ば、ぜひ理解していただきたい内容である。 

誤った解答の例としては、①静的、設計時の品質、②動的、試験時の品質 などがあった。

内部メトリクス、外部メトリクス、利用時の品質メトリクスは、定義された用語であるた

め、内容とともに基本的な用語としてぜひ覚えていただきたい。 

 



■説明問題 
設問の指示に従って、解答用紙の該当箇所に解答せよ。 
 
【問題】設計原則 

大きなプロジェクトで新しい技術を使うことになったので、設計原則をドキュメントに

まとめた。設計原則に精通すべき設計者が 100人程いるが、当該技術に詳しくない人もい

るため、徹底が難しそうである。設計原則の徹底を図るためにどのような対応方法をとる

べきか、異なる観点から二つあげ、それぞれ 25字程度で述べよ。 
 

【解答用紙】実際の解答用紙のスタイルです。 
 
 
 
 
 
 
 
【解答例】 
次のような観点例の中から異なる２つの観点を取り上げ、それぞれの観点について対応 
方法を記述する。 

 
観点例１ 専門家による教育の観点 
・新技術の教育専門部隊を設立し、設計原則を指導する 
 
観点例２ 指導者数増大の観点 
・指導者が次の指導者を発掘・育成し、累積的に人数を増やす 
・レビューや指導を通じて、有望な指導者候補を発掘する 
 
観点例３ ツール活用の観点 
・設計原則をツールに反映することで、原則逸脱を未然に防ぐ 
・設計原則をツール化することで、若年設計者へ技術継承する 

 
【解説】 
本問題は、新しい技術を使う大きなプロジェクトにおいて、設計原則を徹底するための対

応方法を、複数の異なる観点から説明できるかを問う問題である。設計原則の徹底は小さ

いプロジェクトでもなかなか難しい。本問題のように、設計原則に精通すべき設計者が 100

人程いる大きなプロジェクトでは、より一層の工夫が求められる。設計原則を教育・指導

するためには、設計原則をドキュメントにしたり、教育テキストを用意することが大切で

あるが、大きなプロジェクトでは、どうしても徹底漏れが生じやすい。この徹底漏れをい

かに防ぐかが鍵である。また、大きなプロジェクトでは、設計原則の指導者やレビューア

が不足することが予想される。この不足状況をいかに克服していくかも鍵となる。 



解答には、新技術であることに着目したものが多く見られた。例えば、既存技術の場合よ

り早いタイミングでレビューするとか、新技術に精通した設計者やレビューアを外部から

調達するなどという解答があった。これらは有効な対応方法ではあるが、大きなプロジェ

クトという今回の設問では、他の対応方法と組み合わせなければ、限定的な効果に留まる

恐れがある。 
徹底漏れを防ぐ際に、プロジェクト規模の大きさを克服するためには、レビューや指導を

通じて、プロジェクト要員の中から有望な指導者候補を見つけ出し、次の指導者として育

成することによって、プロジェクト内の指導者層を階層的・累積的に増やすという観点も

併せて重要である。また、設計原則をツールに反映することによって、設計原則からの逸

脱を未然に防ぐことや、プロジェクトに参加している若年設計者への技術継承を促すこと

は、大きなプロジェクトにおける徹底漏れ防止に役立つことにも着目して欲しい。 
 

 

■解説問題 
設問の指示に従って、解答用紙の該当箇所に解答せよ。 

 

【問題】 

過去に 50 人で 1 年かけて新規開発したシステムがある。このシステムを市場ニーズの

変化に適応させるために、このたび、機能の追加・変更プロジェクトを発足させた。 

今回の追加・変更プロジェクトの開発期間は 3 ヶ月である。追加･変更の量が少ないと

見込まれたため、新規開発時の詳細設計担当者と、統合テスト担当者だった 2人が担当 

した。 

システムテストを開始したところ、母体システムのバグが検出された。これは、前回の

プロジェクトではテストの対象になっておらず、今回市場を変えたために検出されたバグ

であった。また、追加・変更した結果、想定外の部分に影響が出て、データが破壊される

タイミングがあることが判明した。 

これを教訓に、システムの開発方法を改善したい。未然防止策を異なる観点から 3項目

あげ、それぞれ 50字程度で述べよ。 

 

【解答用紙】実際の解答用紙のスタイルです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



【解答例】 
①  新規開発時の上位設計担当者を交えてデータ破壊の根本原因を調べ、同様の現象が 

生じる可能性を検討する。 
②  新規開発時の上位設計担当者を継続開発の設計レビューメンバーに加え、変更に 

よる影響が生じる箇所を確認する。 
③  新規開発時のテスト範囲を明らかにしてテスト不十分な機能や条件を洗い出し、 

継続開発のテスト設計への入力とする。 
④  要件と機能、機能とデータの関係を整理し、追加・変更のたびにこれを維持すると 

ともに複雑化を抑える制御を行う。 
 

【解説】 
問題の狙い： 
継続開発プロジェクトにおける品質マネジメントとして実施すべき事項を問う問題であ

る。当該プロジェクトの範囲だけで開発プロセスを整備・改善したり品質保証を行ったり

するだけではなく、派生開発やソフトウェアプロダクトライン開発を視野に入れた有効な

再発防止策を具体的に挙げることができるかどうかを主に問うている。 
 

解答のポイント： 
同じ原因による現象が別の部分から生じることを未然に防ぐために、解答例①に類する短

期的な未然防止策を迅速に行うことも必要である。 
ただし、問題の狙いに述べたように、継続開発を踏まえた観点からの解答が中心となるこ

とが望ましい。問題文に「新規開発時の詳細設計担当者…が担当」とあり、新規開発時の

アーキテクチャ設計等に携わった上位設計担当者が継続開発プロジェクトに関与していな

いことから、このようなメンバーにもレビューに関与してもらい、変更の影響度解析を行

うのが適切な方法の一つである。 
また、新規開発時にテスト対象外であった箇所から母体システムのバグが検出されている

ことから、新規開発時のテスト範囲を明らかにし、これを踏まえて継続開発のテスト設計

を行うことも必要である。 
さらに、トレーサビリティマトリックスなどの手法を用いて、要件と機能、機能とデータ

との関係性について継続開発を通して維持管理するとともに、その複雑性を抑制するため

の取り組みも求められる。 
 
不十分な解答の特徴の例： 
・問題文に「システム開発方法を改善したい」とあり、運用プロセスの改善を対象として

いないことから、運用プロセスの改善について述べているものは誤答とした。 
・三つの解答のうち、他の解答と同一の観点から異なる言葉で解答しているものは誤答と

した。 
・抽象度が高く、具体的な未然防止策が示されていないものは不十分な解答とした。 
・目的のみが書かれており、それに対応する手段が示されていないものは不十分な解答と

した。 
以上 


